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私の 近くに アメリカ 帰りの 老 紳士が 住んで をり ます。 

その 人が 今年の 春 六 甲 山へ 登って、 その 帰りに あたり 

の 松林で 小鳥の 巣 を 見つけました。 巣に はやつ と 羽が 

生え かけた ばかしの 雛が 四 羽 をり ました。 雛は老 紳士 

を 見る と、 口 を 一 ぱいに 開けて、 ちいち いと 鳴き まし 

た。 

「可愛い 奴 だな。 俺の 顔 を 見る と、 あんなに もの を 欲 

しがって ゐ るよ」 

老 紳士 は 何 か 持ち合せ はな いかしら と袂を さぐ つ て 



の もの だと 言 ひかね まい ほどの 意気込み を 見せました- 

「そんなに 威張った つて、 俺が 見つけた もの を 俺が 持 

つて 帰る のに、 何の 遠慮が いる もんか」 

若い 男 はぶつ ぶつ 言 ひながら、 小鳥の 巣 を そのまま 

持って きた 籠に 移さう としました。 それ を 見た 老人 は 

あとじ さ 

黙って 二 歩 三 歩 後退り をし ました。 

小鳥 を 籠に 移した 商売人 は、 何気なく 老人の はう を 

振り返りました。 老人 は 後に 立ちはだかった まま、 鉄 

砲の 筒 口 を こちらに 向けて、 引金に 指 を かけて ゐ まし 

た。 それ を 見る と、 商売人 はがたが た慄 へながら、 ベ 

つたり そこに 尻餅 を つ いてし まひました。 



山 雀 は そのまま 老人の ふところに 入りました。 老人 

は それ を 家に 持って 帰って、 丹念に 餌 づけ をして ゐま 

したが、 無事に 羽が 出そろ ひます と、 みんな 籠から 取 

リ 出して 山へ 逃がして しま ひました。 

それ を 惜しが つた ある 人が、 

「山 雀 は 仕込み さへ したら、 いろんな 藝を おぼえる の 

に …… 」 

とい ひます と、 老人 はたった 一言、 

「うるさい」 

といった きり、 外つ 方 を 向いた さう です。 

〔大正^ 年刊 『太陽 は 草の 香が する』〕 
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